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崔院長コラム ～熱中症にくれぐれもご注意を！～



★整形外科は予約優先です。午前中は混み合いますので、新規や予約のない方は午後からの受診に

ご協力をお願いします。 整形外科の午後受付が【２時まで】に変更になっていますのでご注意くだ

さい。

診療体制について

★都合により休診する場合は防災無線等でお知らせします。

昭和46年8月30日、台風23号による豪雨で病院裏山が崩壊し、入院患者様、付き添いの方

そして看護師の6名が犠牲となりました。
あれから55年の年月が経ちましたが、改めて自然災害への備えと、災害時の病院機能維持
の重要性を感じています。



こんにちは！給食室です 管理栄養士 新田 知穂

「低栄養」ってご存じですか？

低栄養とは、健康な体を維持するために必要なエネルギーやたんぱく質などの栄養素が不
足している状態をいいます。
進行すると、体重減少、筋力の低下、免疫力の低下による感染症のリスクの増加を招き、
高齢者の場合は介護が必要になる主な要因の1つとなります。

下記に当てはまったら要注意！
□意図しない体重減少（例：半年で3～5％以上の減少）
□BMIの低下（高齢者の場合は20.0未満）
※BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

□疲れやすい、元気がなくなる
□傷や床ずれが治りにくい

成人の場合、主食以外はほとんど同じ量です。
高齢だからと言って必要量は変わりません！お

かずの充実が低栄養を防ぐカギです！
※食事制限のある方は主治医に相談しましょう

☆対策と予防
□1日3食の規則正しい食事
□エネルギーとたんぱく質の積極的な摂取
□栄養補助食品の活用

●1日の目安量

☆3食で摂りきれないときは、おやつでヨーグルトやプリン、カステラなど卵や乳製品を
使った物を食べるのがおすすめです。暑い時期は食欲もなくなり、簡単な物で済ませること
もあると思います。栄養が偏ってしまうと、うまく消化吸収もできず、低栄養の原因にも
なってしまいます。1日の中でバランスを意識して食事をしましょう。ご相談はいつでもお
待ちしています。

ご飯：個別に異なる パン：個別に異なる 主菜：「手のひら」相当60～70ｇ 肉・魚・卵1個は毎日食べると良い

1食あたり：生野菜「両手一杯」または加熱野菜
「片手一杯」1日350ｇ（キノコ類・海藻類含む）

牛乳：コップ 1 杯分
200 ml

果物：握りこぶし1個分相当


